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こ
の
度
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

大
島
集
落
担
当
で
配
属
さ
れ
た
前

田
里
枝
︵
ま
え
だ
り
え
︶
で
す
。
今

回
は
、
は
じ
め
て
と
い
う
こ
と
で

私
の
仕
事
と
、
簡
単
な
自
己
紹
介

を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
大
島
集
落
の
直
売
所
﹁
女
女
好

子
︵
め
め
よ
し
︶
﹂
の
運
営
と
集
落

の
高
齢
化
に
よ
る
困
り
ご
と
の
手

伝
い
や
、
地
域
の
茶
の
間
の
活
性

化
が
集
落
か
ら
私
へ
の
依
頼
で
す
。

現
在
﹁
女
女
好
子
﹂
は
野
菜
販
売

が
冬
期
休
業
の
た
め
、
集
落
の
女

性
た
ち
が
作
っ
た
か
ご
や
編
み
物
、

手
芸
作
品
な
ど
を
販
売
し
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
地
域
の
茶
の
間
の
活

性
化
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
大
島
集

落
セ
ン
タ
ー
を
私
の
事
務
所
と
し
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
自
由
に

来
る
こ
と
の
で
き
る
居
場
所
を
現

在
作
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ご
飯
を
作
っ
た
り
、
一
緒
に
食

べ
た
り
、
体
操
や
趣
味
活
動
を
し

た
り
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
助
け

た
り
、
助
け
て
も
ら
っ
た
り
、
上

も
下
も
無
く
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な

こ
と
を
分
け
合
え
る
場
所
に
す
る

つ
も
り
で
す
。
イ
メ
ー
ジ
は
み
ん

な
の
家
で
す
。
今
は
こ
の
み
ん
な

の
家
を
作
る
た
め
に
、
子
供
教
室

や
体
操
教
室
な
ど
で
勉
強
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

私
の
仕
事
は
？

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
、
明

確
な
こ
れ
！
っ
て
決
ま
っ
て
る
仕

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
い
て
言
う

な
ら
、
私
の
仕
事
は
地
域
と
共
に

生
き
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
他
人
事
だ
っ
た
関
川
村
や

大
島
集
落
で
す
が
、
受
け
入
れ
て

下
さ
っ
た
こ
と
で
私
の
生
き
る
場

所
に
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
、

こ
の
恩
に
報
い
る
こ
と
が
私
の
仕

事
で
す
。

　
で
は
こ
こ
か
ら
は
少
し
だ
け
自

分
の
こ
と
を
書
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
私
は
中
学
校
を
卒
業
後
、
代

々
木
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
院
と
い

う
所
で
ラ
ジ
オ
や
イ
ベ
ン
ト
の
仕

事
を
し
な
が
ら
歌
手
の
勉
強
を
し

て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
中
卒
で

学
は
あ
り
ま
せ
ん
︵
自
慢
で
き
ま

せ
ん
の
で
あ
ま
り
触
れ
ま
せ
ん
が
︶。

そ
の
後
、
喘
息
に
な
り
ラ
ジ
オ
を

辞
め
た
後
は
縁
あ
っ
て
鳶
職
人
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
法
律
が
変
わ

り
女
性
と
未
成
年
が
現
場
に
入
れ

な
く
な
り
止
む
無
く
辞
め
ま
し
た

が
、
今
で
も
一
番
好
き
な
仕
事
で

す
。

　
あ
ん
ま
り
書
く
と
ペ
ー
ジ
に
収

ま
ら
な
い
の
で
要
約
し
ま
す
が
、

そ
の
他
介
護
職
、
冠
婚
葬
祭
会
社
、

外
国
人
実
習
生
受
け
入
れ
等
を
経

験
さ
せ
て
頂
き
、
現
在
こ
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

　
長
く
働
き
た
い
！
ど
う
し
て
自

分
ば
か
り
こ
ん
な
目
に
あ
う
の
だ

ろ
う
？
そ
う
思
っ
た
こ
と
も
正
直

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
い
ろ
い
ろ

な
経
験
や
繋
が
り
が
仕
事
の
役
に

立
っ
て
い
る
の
で
、
人
生
っ
て
分

か
ら
な
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
一
つ
お
知
ら
せ
を
さ
せ

て
下
さ
い
。
３
月
31
日
・
４
月
１

日
に
旧
齋
藤
医
院
で
行
わ
れ
る

﹁
お
な
ご
し
ょ
の
わ
さ
か
ぎ
﹂
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
で
大
島
集
落
の
女

性
達
の
作
品
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

他
に
も
一
つ
ひ
と
つ
手
作
り
し
た

素
敵
な
作
品
が
沢
山
あ
る
の
で
皆

さ
ん
是
非
遊
び
に
来
て
下
さ
い
！！
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２
月
４
日
、
国
道
１
１
３
号

線
片
貝
地
内
で
軽
自
動
車
と
普

通
乗
用
車
が
衝
突
す
る
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
、
２
人
が
亡

く
な
る
痛
ま
し
い
事
故
と
な
り

ま
し
た
。
事
故
当
時
は
、
雪
の

た
め
見
通
し
が
悪
く
、
道
路
も

滑
り
や
す
い
状
態
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　
３
月
に
入
っ
て
も
降
雪
や
路
面

の
凍
結
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
車
を

運
転
す
る
際
は
、
先
々
の
状
況
を

確
認
し
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
平
成
29
年
中
に
県
内
で
発
生
し

た
交
通
事
故
の
状
況
が
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
県
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
は
、
発
生
件
数
、

死
者
数
と
も
減
少
し
た
も

の
の
、
村
上
警
察
署
管
内

で
は
、
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者

も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

起
こ
さ
な
い
よ
う
交
通
安

全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

年

H28

H29

増減

H28

H29

増減

H28

H29

増減

発生件数

4,694

4,304

△390

128

134

6

10

9

△1

死者数

107

85

△22

2

4

2

1

1

0

負傷者数

5,575

5,130

△445

160

159

△1

14

15

1

新潟県内

村上警察

署管内

関川村

平
成
29
年

交
通
事
故
の
状
況

２
月
に
村
内
で
交
通
死
亡
事
故
発
生
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︻
交
付
対
象
要
件
︼

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
中
等

教
育
学
校
生
及
び
高
校
生
の
保

護
者
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

①
生
徒
の
通
学
手
段
と
し
て
定

　
期
券
を
購
入
す
る
こ
と
。

②
越
後
下
関
駅
、
新
潟
交
通
観

　
光
バ
ス
㈱
下
関
営
業
所
、
村

　
上
営
業
所
で
定
期
券
を
購
入

　
す
る
こ
と
。

※
電
車
の
定
期
券
は
、
越
後
下

　
関
駅
で
購
入
し
た
も
の
の
み

　
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
越
後

　
下
関
駅
以
外
︵
村
上
駅
、
新

　
発
田
駅
な
ど
︶
で
購
入
し
た

　
定
期
券
は
対
象
に
な
り
ま
せ

　
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
部
活
動
な
ど
で
米
坂
線
を
利

　
用
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
羽

　
越
本
線
の
み
を
利
用
す
る
場

　
合
で
あ
っ
て
も
、
越
後
下
関

　
駅
で
購
入
し
た
定
期
券
は
対

　
象
と
な
り
ま
す
。

※
駅
か
ら
高
校
前
バ
ス
停
ま
で

　
の
路
線
バ
ス
定
期
券
に
つ
い

　
て
も
、
村
上
営
業
所
あ
る
い

　
は
下
関
営
業
所
で
購
入
す
れ

　
ば
対
象
に
な
り
ま
す
。

︻
補
助
額
は
？
︼

　
定
期
券
購
入
費
用
の
30
％

を
補
助
し
ま
す
。

︵
1
0
0
円
未
満
切
り
捨
て
︶

︻
申
請
方
法
︼

　
通
学
用
定
期
券
購
入
時
に

﹁
交
付
申
請
書
﹂
を
渡
し
ま
す
。

　
越
後
下
関
駅
も
し
く
は
新

潟
交
通
観
光
バ
ス
下
関
営
業

所
ま
た
は
村
上
営
業
所
で
購

入
証
明
を
受
け
た
後
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
速
や
か
に

役
場
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

︻
定
期
券
の
購
入
は
こ
ち
ら
で
︼

●
Ｊ
Ｒ
定
期
券

　
越
後
下
関
駅

　
☎ 

６
４
‐
１
０
４
４

●
路
線
バ
ス
定
期
券

　
新
潟
交
通
観
光
バ
ス
㈱

︽
下
関
営
業
所
︾

　
☎
６
４
‐
１
１
０
２

︽
村
上
営
業
所
︾

　
☎
５
３
‐
４
１
６
１

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
総
務
課
企
画
財
政
班

　
☎
６
４
‐
１
４
７
６

事業主区分

民間企業

国、地方公共団体等

都道府県等の教育委員会

現行

2.0％　⇒

2.3％　⇒

2.2％　⇒

平成30年４月１日以降

2.2％

2.5％

2.4％

法定雇用率

通学用定期券購入費の一部を補助します

　「障害者が地域の一員として共に暮らし、共に働く」ことを当たり前にするため、すべての事業主には、法定

雇用率以上の割合で障害者を雇用する義務があります。

　平成30年４月１日から、障害者雇用義務の対象として、これまでの身体障害者、知的障害者に精神障害者が

加わり、あわせて法定雇用率も変わります。

　精神障害者の職場定着を促進するため、法定雇用率制度や障害者雇用納付金制度において、精神障害者であ

る短時間労働者(※)に関する算定方法を、以下のように見直します。

　精神障害者である短時間労働者であって、

　雇入れから３年以内の方　　又は、

　精神障害者保健福祉手帳取得から３年以内の方

　　かつ、

　平成35年３月31日までに、雇い入れられ、

　精神障害者保健福祉手帳を取得した方

※１週間の所定労働時間が20時間以上30時間未満である方です。

事業主のみなさんへ
平成30年４月１日から

障害者雇用義務の対象に精神障害者が加わります

法定雇用率が、平成30年４月1日から以下のように変わります

※　今回の変更に伴い、障害者雇用義務の民間企業の範囲が、従業員50人以上から45.5人以上に変わります。

問い合わせ先　　ハローワーク村上（☎ 53−4141）または新潟労働局職業対策課（☎ 025−288−3508）

あわせて、精神障害者である短時間労働者の算定方法が変わります

雇用率算定方法
対象者
１人につき

※左記の条件を満たしていても対
　象にならない場合もあります。
　詳細は、ハローワークへお尋ね
　下さい。

〔　　　　　〕　0.5 →1
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Vol .３　お口の健康について

後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　　住民福祉課福祉保険班　TEL６４−１４７１

一生おいしく、楽しい食生活を送るために、歯は欠かせないパートナーです。

お口の健康は、食生活だけでなく、体調にも影響します。

お口の健康をチェックして、いきいきとした生活を送りましょう！

☆お口の健康をチェック！

　たくさん当てはまる方ほど、お口の働きが低下して

　います。あなたのお口は健康ですか？

　定期的に歯科健診を受けることも大切です。

★やってみよう！　お口の体操★

　① リラックスして、深呼吸。鼻から息を吸い込んで、

　　 口をすぼめてゆっくりはきます。

　② 首を回して、ゆっくり後ろを振り返ります。

　　 左右両方やりましょう。

　　 耳が肩につくように、ゆっくり首を左右に傾けます。

　　 ゆっくり首を回してください。左右両方やりましょう。

　③ 肩をすぼめるように上にあげます。

　　 その後、力を抜いて肩を下げます。

　④ ほおをふくらませたり、すぼめたりします。

　⑤ 口をとがらせて息をはきます。口を横に広げて「イー」といいます。

　⑥ 舌をベーと出します。出した舌を左右にふります。上下にも振ってみましょう。

高齢者を狙ったマイナンバーや医療費還付金詐欺事件が多発しています。
不審な電話があったら、一人で判断せずに周りの人に相談しましょう。

□ ① 固いものが食べにくい

□ ② お茶や汁物等でむせることがある

□ ③ 口がかわきやすい

□ ④ 薬が飲みにくくなった

□ ⑤ 話すときに舌がひっかかる

□ ⑥ 口臭が気になる

□ ⑦ 食事にかかる時間が長くなった

□ ⑧ 薄味がわかりにくくなった

□ ⑨ 食べこぼしがある

□ ⑩ 食後に口の中に食べ物が残りやすい

□ ⑪ 自分の歯または入れ歯で左右の奥歯をしっかりとかみしめられない


